
●
ケ
ニ
ア
の
災
害
の
概
要

　

ケ
ニ
ア
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
部
に
位

置
し
、
東
側
は
イ
ン
ド
洋
に
、
西
側
は

ビ
ク
ト
リ
ア
湖
に
面
し
た
国
で
あ
る
。

こ
の
国
で
多
い
自
然
災
害
は
、
旱か

ん

魃ば
つ

、

洪
水
、
地
滑
り
、
落
雷
な
ど
で
あ
る
。

地
震
も
日
本
に
比
べ
れ
ば
規
模
が
小
さ

い
が
起
こ
る
。
最
近
の
例
で
は
、
二
〇

一
一
年
に
東
ア
フ
リ
カ
地
域
を
襲
っ
た

大
旱
魃
、
二
〇
一
二
年
の
大
雨
期
に
中

部
お
よ
び
西
部
で
頻
発
し
た
洪
水
や
地

滑
り
が
あ
る
。

　

人
的
災
害
で
は
火
災
と
交
通
事
故
が

多
い
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
多
数

の
犠
牲
者
を
出
し
た
大
規
模
火
災
が
こ

の
数
年
で
何
度
か
起
き
て
い
る
。
火
災

の
要
因
と
し
て
は
漏
電
や
雨
漏
り
に
よ

る
電
気
系
統
の
シ
ョ
ー
ト
な
ど
、
電
気

配
線
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
と
言
わ
れ

る
。ま
た
そ
の
他
の
人
的
災
害
と
し
て
、

暴
動
や
テ
ロ
関
連
の
爆
発
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

　

災
害
発
生
時
、
図
書
館
な
ど
の
情
報

セ
ン
タ
ー
は
所
蔵
・
保
有
す
る
資
料
・

情
報
の
被
災
を
で
き
る
か
ぎ
り
防
ぎ
、

館
内
の
利
用
者
の
安
全
確
保
に
つ
と
め

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
迅
速
な
対
応
を

と
る
た
め
、
普
段
か
ら
の
防
災
へ
の
備

え
が
重
要
と
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
ナ
イ
ロ
ビ
市
内
に
あ
る

公
共
図
書
館
二
館
と
大
学
図
書
館
一
館

の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
ケ
ニ
ア
の
図

書
館
に
お
け
る
防
災
へ
の
取
り
組
み
の

事
例
を
紹
介
す
る
。
聞
き
取
り
は
ケ
ニ

ア
国
立
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、
Ｋ

Ｎ
Ｌ
Ｓ
）
が
運
営
す
る
ナ
イ
ロ
ビ
図
書

館
、
ブ
ル
ブ
ル
図
書
館
と
、
ナ
イ
ロ
ビ

大
学
中
央
図
書
館
（
正
式
名
称
は
ジ
ョ

モ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
記
念
図
書
館
。
以
下
、

Ｊ
Ｋ
Ｍ
Ｌ
）
で
行
っ
た
。

●
図
書
館
の
想
定
災
害
＝
火
災

　

ケ
ニ
ア
の
図
書
館
で
最
も
想
定
さ
れ

る
災
害
は
火
災
で
あ
る
。
Ｋ
Ｎ
Ｌ
Ｓ
ナ

イ
ロ
ビ
図
書
館
で
は
過
去
に
一
度
漏
電

に
よ
る
小
火
が
起
き
て
い
る
。
他
方
、

火
災
以
外
の
災
害
は
あ
ま
り
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。
雨
期
に
豪
雨
が
続
く
と
道

路
や
家
屋
が
し
ば
し
ば
冠
水
す
る
ナ
イ

ロ
ビ
だ
が
、
こ
の
三
つ
の
図
書
館
は
水

害
に
よ
る
被
災
の
経
験
が
な
い
。ま
た
、

Ｋ
Ｎ
Ｌ
Ｓ
の
職
員
に
よ
れ
ば
、
暴
動
や

テ
ロ
に
よ
る
被
災
の
可
能
性
は
低
く
、

二
〇
〇
七
年
の
選
挙
後
に
起
き
た
暴
動

で
も
Ｋ
Ｎ
Ｌ
Ｓ
の
公
共
図
書
館
は
い
ず

れ
も
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
。
理
由
は

図
書
館
が
商
業
的
価
値
の
高
い
施
設
で

は
な
い
た
め
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

各
図
書
館
の
具
体
的
な
防
火
対
策
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
公
共
図
書
館

　

Ｋ
Ｎ
Ｌ
Ｓ
は
ケ
ニ
ア
国
内
の
公
共
図

書
館
を
運
営
す
る
公
的
機
関
で
あ
る
。

公
共
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
部
と
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
部
の
二
つ
に
分
か

れ
て
お
り
、
公
共
図
書
館
は
全
国
に
五

八
館
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
は
国
の
法
定
納
本
図
書
館
と
し
て

国
内
の
出
版
物
を
網
羅
的
に
収
集
・
保

存
し
『
ケ
ニ
ア
全
国
図
書
目
録
』
を
出

版
す
る
。

　

ナ
イ
ロ
ビ
図
書
館
は
ナ
イ
ロ
ビ
の
市

街
地
に
あ
る
最
も
早
く
に
開
館
し
た
公

共
図
書
館
で
、施
設
内
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
て
い
る
。
ブ

KNLSブルブル図書館正面玄関　左手に非常
階段が見える

KNLSブルブル図書館の消火設備

特 集
災害と図書館

岸
　
真
由
美

ケ
ニ
ア
の
図
書
館
と
防
災

― 

ナ
イ
ロ
ビ
の
事
例 

―
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ル
ブ
ル
図
書
館
は
二
〇
一
一
年
に
開
館

し
た
最
先
端
の
公
共
図
書
館
で
、
ナ
イ

ロ
ビ
市
内
の
ブ
ル
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
中

流
階
級
が
住
む
住
宅
地
区
に
あ
る
。

　

火
災
へ
の
備
え
と
し
て
、
ナ
イ
ロ
ビ

図
書
館
も
ブ
ル
ブ
ル
図
書
館
も
普
段
か

ら
電
気
設
備
等
の
定
期
保
守
を
実
施
し

て
お
り
、
各
階
に
そ
れ
ぞ
れ
火
災
報
知

機
、
消
火
器
を
配
置
し
非
常
口
や
非
常

階
段
、誘
導
用
サ
イ
ン
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
煙
や
熱
の
感
知
器
は
な
い
が
、
後

者
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
で
各
階
の
監
視
を

行
っ
て
い
る
。

　

防
災
訓
練
・
研
修
も
行
わ
れ
て
お
り
、

ナ
イ
ロ
ビ
図
書
館
が
防
災
訓
練
を
年
二

回
程
度
、
ブ
ル
ブ
ル
図
書
館
が
研
修
を

四
半
期
に
一
度
の
頻
度
で
実
施
し
て
い

る
。
防
災
訓
練
で
は
消
火
器
を
使
用
し

た
消
火
訓
練
も
行
っ
て
い
る
が
、
消
火

器
は
使
い
切
り
で
使
用
後
に
補
充
が
必

要
と
な
る
た
め
一
回
の
訓
練
で
多
く
は

使
用
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま

た
、
災
害
時
の
負
傷
に
備
え
救
急
箱
も

部
署
毎
に
用
意
し
て
お
り
、
利
用
者
に

対
し
て
は
、
初
回
来
館
時
の
利
用
登
録

と
併
せ
て
非
常
口
や
火
災
時
の
対
応
な

ど
を
説
明
し
て
い
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
部
を

併
設
す
る
ナ
イ
ロ
ビ
図
書
館
の
施
設
内

で
は
、
全
国
の
公
共
図
書
館
に
配
送
さ

れ
る
図
書
の
一
括
収
集
・
一
括
整
理
が

行
わ
れ
て
い
る
。
全
館
が
利
用
す
る
図

書
館
シ
ス
テ
ム
の
目
録
デ
ー
タ
も
こ
の

施
設
内
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

被
災
に
よ
る
デ
ー
タ
消
失
の
リ
ス
ク
を

分
散
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
同
施
設
内
と
ナ
イ
ロ
ビ
市
内

の
別
の
二
箇
所
（
ブ
ル
ブ
ル
図
書
館
と

保
守
会
社
）
の
計
三
箇
所
に
保
存
し
て

い
る
。

●
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
中
央
図
書
館

　

ナ
イ
ロ
ビ
大
学
は
ケ
ニ
ア
の
国
立
大

学
の
み
な
ら
ず
東
ア
フ
リ
カ
の
な
か
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
総
合
大
学
で
あ

る
。
同
大
学
の
中
央
図
書
館
で
あ
る
Ｊ

Ｋ
Ｍ
Ｌ
は
ナ
イ
ロ
ビ
市
内
の
メ
イ
ン
・

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
。

　

ナ
イ
ロ
ビ
大
学
で
は
災
害
時
に
迅
速

で
安
全
な
避
難
行
動
を
確
保
し
被
害
を

最
小
に
押
さ
え
る
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
避
難
場
所
を
指
定
し
、
大
学
全
体

の
災
害
管
理
手
順
を
定
め
て
い
る
。
Ｊ

Ｋ
Ｍ
Ｌ
も
災
害
時
に
は
こ
の
手
順
に
従

う
。

　

Ｊ
Ｋ
Ｍ
Ｌ
の
建
物
内
に
は
防
火
設
備

と
し
て
、
粉
消
火
器
と
消
火
栓
（
各
階

約
三
カ
所
程
度
）、
ガ
ス
消
火
設
備
、

火
災
報
知
機
が
設
置
さ
れ
、
非
常
口
と

誘
導
用
サ
イ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

施
設
や
設
備
の
保
守
に
つ
い
て
は
委
託

会
社
が
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別

に
図
書
館
員
一
名
が
施
設
管
理
を
担
当

し
て
い
る
。
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
重
要

性
は
認
識
さ
れ
て
い
る
が
技
術
・
手
続

き
上
の
問
題
で
防
災
訓
練
は
実
施
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
用
の
機
器
は
Ｊ
Ｋ

Ｍ
Ｌ
の
建
物
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
デ
ー
タ
は
ナ
イ
ロ
ビ
、モ
ン
バ
サ
、

キ
ス
ム
に
点
在
す
る
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の

図
書
館
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は

デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
方
法
と
し
て

テ
ー
プ
を
用
い
て
定
期
的
に
手
動
で
実

施
し
て
い
た
が
、
現
在
は
ナ
イ
ロ
ビ
市

内
の
別
の
場
所
に
あ
る
チ
ロ
モ
・
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
遠
隔
操
作
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

●
終
わ
り
に

　

ケ
ニ
ア
の
図
書
館
で
は
火
災
を
主
要

な
災
害
と
想
定
し
、
こ
れ
に
最
低
限
備

え
た
設
備
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
防
災

訓
練
は
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｋ
Ｍ

Ｌ
の
施
設
管
理
担
当
者
も
緊
急
時
に
は

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
適
切
な
対
処
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

た
。
地
震
に
対
す
る
図
書
館
の
危
機
意

識
は
低
い
が
、
建
築
基
準
法
に
は
耐
震

に
関
す
る
規
定
が
な
い
た
め
ケ
ニ
ア
国

内
の
建
造
物
の
耐
震
性
は
総
じ
て
低

く
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
程
度
の
地
震

で
も
建
物
が
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
暴
動
や
爆

発
の
直
接
の
対
象
に
は
な
り
に
く
い
と

し
て
も
、
二
次
的
に
被
害
を
受
け
る
場

合
も
あ
ろ
う
。
地
理
的
環
境
、
各
種
情

勢
、
海
外
の
災
害
事
例
を
考
慮
し
な
が

ら
、で
き
る
だ
け
想
定
範
囲
を
広
げ
て
、

万
が
一
に
備
え
た
対
策
を
準
備
す
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

（
き
し　

ま
ゆ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

在
ナ
イ
ロ
ビ
海
外
派
遣
員
）

KNLSナイロビ図書館　一階書架の脇に
設けられた非常口（右奥）

JKML　中央部吹き抜けの階段の壁に設
置された火災報知機（丸い機器）
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